
第１８回「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」 
ご説明内容 

 
 
 
１．日 時 平成１６年１１月５日（金）１８：３０～２１：００ 
２．場 所 柏崎原子力広報センター  
３．議 題  

１） 前回定例会以降の動き 
① 新潟県からの説明 
② 当社からの説明 
◆ 前回（１０／６）以降の動き ·······················２ページ 

 
２） その他 
① 県外視察等について 

 
３） 委員要請資料説明および新潟県中越地震関連の説明 
                        について 
① 当社より説明 
② 質疑応答 

 
４） その他 

 
以 上 
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                             平成１６年１１月５日 
東京電力株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

第１８回「地域の会」定例会資料 
 

前回（１０／６）以降の動き 
 
【公表関係】 
 
・１０月１３日 定期検査中の６号機の原子炉起動操作実績について 
                     １０月１２日、午後７時３１分原子炉起動（制御棒引抜操作開始）。 
・１０月１８日 定期検査中の４号機の原子炉圧力容器と原子炉再循環系配管との接続部

追加点検結果について 
          原子炉圧力容器と原子炉再循環配管との接続部６個の継手について、 

追加点検として１０月１日から１０月１５日まで超音波探傷検査を実施 
し、ひびがないことを確認しました。なお本点検をもちまして当所に 
おける原子炉再循環系配管および原子炉圧力容器と原子炉再循環配管 
との接続部の追加点検はすべて終了いたしました。 

・１０月１８日 ５号機燃料プ－ルへの作業員の落下について 
５号機原子炉建屋４階の燃料プ－ルにおいて、燃料貯蔵ラックの増容量工事

を行っていた協力企業作業員が誤って燃料プ－ル内に落下しました。この作

業員は、ただちに他の作業員により燃料プ－ルから引き上げられ、シャワ－

により身体を洗浄した後、退出モニタ－にて身体汚染がないことを確認して

おります。また、管理区域退出後、ホ－ルボディカウンタ－による測定を実

施し、体内への放射性物質の取り込みがないことを確認しております。  
・１０月１８日 定期検査中の６号機の発電開始について 
                     １０月１５日、午後８時４６分発電を開始いたしました。 
・１０月２１日 ６号機移動式炉心内計装系の一時的な弁の不具合について 

           １０月２０日、移動式炉心内計装系の装置を原子炉格納容器に出し入 

れするための弁の「閉」が確認できないことから、午前１１時５７分 

保安規定に定める「運転上の制限」の逸脱と判断しました。その後 

当該弁に付属するスイッチの点検を行い、不良個所を切り離した結果、 

午後１時３７分、当該弁の「閉」を確認し、同時刻「運転上の制限」 

の逸脱から復帰いたしました。  

・１０月２１日 定期検査中の４号機原子炉付属建屋における火災報知器の発報について 
           原子炉付属建屋２階中央制御室用送排風機室（非管理区域）において、

午後８時４分頃、火災報知器が発報したことから、午後８時５分頃、消防

署へ通報しました。当社運転員が同室内へ急行したところ、若干もやがか

かった状況ではありましたが、火のないことを確認しております。 

 

 

 

 

 2



 

・１０月２２日 定期検査中の４号機原子炉付属建屋における火災報知器の発報について 
消防署による現場確認の結果、昨晩の段階では火災ではないとの見解を

いただき、同建屋地下１階で実施していたディ－ゼル発電機の試運転で

発生した排気によるものと判断いたしました。その後、屋上に設置して

あるディ－ゼル発電機用排気管貫通部の補修作業用の防炎シ－トが焦げ

ていたことを確認したことから、本日、消防署により屋上の現場確認が

再度行われ、その結果、今回の事象は「防炎シ－トの一部が炭化したぼ

や火災」であるとの判定をいただきました。原因は、同発電機の運転に

伴う排気管の熱の影響により防炎シ－ト一部が炭化し、発生した煙が送

排風機室に入り込み、同室の火災報知器が検知・作動したものと推定し

ております。 

・１０月２３日 地震対策本部の設置について 

１７時５６分以降、地震が発生しておりますが、当所１，２，３，５，

６，７号機は、現在、定格出力で運転を継続しております。今のところ

設備上の被害は見られませんが、地震が継続していることから、１９時

４０分、当所内に地震対策本部（本部長 千野宗雄発電所長）を設置い

たしました。 

・１０月２４日 新潟県中越地震の影響について 

                     直接プラントの運転にかかわるような設備被害は確認されておりません。 
・１０月２５日 新潟県中越地震に伴う当所の対応について 

１０月２３日夕刻以降、継続的に現場確認を実施しておりますが、直接プラ

ントの運転にかかわるような設備被害は確認されておりません。また、この

たびの地震に対する緊急支援として、小千谷市に当社が所有する仮設トイレ

３０台、十日町市に非常用食糧 5,000食、簡易カイロ 5,000個を提供させて
いただくこととし、本日から現地に向け輸送を開始いたしました。また、昨

日より当社保有の発電車２９台、小型高所作業者１５台、要員約１２０人を

電力供給と配電線復旧作業等のため、現地に派遣を開始しております。                  
・１０月２６日 新潟県中越地震に伴う緊急支援について 
           本日、以下の緊急支援を実施することといたしました。 
           ○食糧支援 
           ・小国町 アルファ米 5,000個、缶詰 7,500個 
           ・越路町 ミネラルウォ－タ－7,400本、クラッカ－1,100個 
                アルファ米 4,200個、缶詰 5,300個 
           ・川口町 ミネラルウォ－タ－10,000本、クラッカ－2,500個 
                アルファ米 5,000個、缶詰 7,500個 
           ○ＩＨクッキングヒ－タ－の提供 
           ・ＩＨクッキングヒ－タ－200台・調理用鍋 200個を小千谷市へ提供 
           ○柏崎刈羽原子力発電所における支援 
           ・サ－ビスホ－ルを午前 6時から午後 10時までの間、被災された方々

にトイレ・休憩所として開放 
           ・西浦社宅４戸分、被災された方々の仮住居として用意 
           ・降雨による災害等の対応として、ブル－シ－ト 117枚を柏崎市へ提供 
           ・コップ類（紙・プラスチック）3,600個を刈羽村に提供 
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・１０月２７日 午前１０時４０分発生の地震について 
           当所１，２，３，５，６，７号機は、プラントの運転に支障はなく、 

現在、定格出力で運転を継続しております。 
・１０月２８日 ＩＡＥＡ（国際原子力機関）ＯＳＡＲＴ（運転安全調査団）の受け入れ

開始について 
当所では、ＩＡＥＡ（国際原子力機関）ＯＳＡＲＴ（運転安全調査団）

の受け入れにより、国際的な視野で当所の運転管理の状況や再発防止対

策の進捗状況について、評価をいただくこととしておりますが、１１月

１日から１１月１７日までＯＳＡＲＴの受け入れを開始いたします。 
・１０月２９日 ５号機プロセス放射線モニタの誤作動による非常用ガス処理系の起動に

ついて 
           １０月２８日、原子炉建屋４階の「プロセス放射線モニタ放射線高高」 
            の警報が発生し、非常用ガス処理系（Ａ，Ｂ）が自動起動いたしました。

調査の結果、当時、同建屋４階において、使用済燃料プ－ルの増容量工

事の作業に使用していた電動工具のノイズの影響で、プロセス放射線モ

ニタが誤作動し、非常用ガス処理系が自動起動したものとわかりました。  
・１０月３１日 ２号機の原子炉隔離時冷却系の不具合について 
          定例試験のため、原子炉隔離時冷却系を起動したところ、当該系統のタ

－ビンの回転数が上昇しないことから同系統を手動で停止たいしまし

た。保安規定に基づき、同系統が不調の場合に要求される措置として高

圧炉心スプレイ系および自動減圧系の機能チェックを実施いたしまし

た。これらの機能チェックの結果は良好であり、安全性に問題はありま

せん。今後、不具合箇所の特定および原因調査を実施いたします。 
・１１月 ２日 ２号機における原子炉隔離時冷却系の不具合の復旧について 

調査の結果、当該系統のタ－ビン速度を検出する速度検出器の内部に断

線が確認されました。通常、タ－ビンの起動においては、速度検出器が

所定の速度を検出することでタ－ビン制御装置の制御切替が行われ、タ

－ビンの回転数が上昇することとなりますが、今回、この検出器の不具

合によって制御切替が行われなかったため、タ－ビンを駆動する蒸気の

流入が停止し、タ－ビンの回転数が上昇しなかったものと推定いたしま

した。本日、不具合が確認された速度検出器を新品に交換した後、原子

炉隔離時冷却系の確認運転を実施し、その結果が良好であることを確認

いたしました。 
・１１月 ４日 地震発生に伴う原子炉自動停止について 

本日８時５７分頃の地震に伴い当所７号機が原子炉自動停止いたしま

した。なお、当所１，２，３，５，６号機は、現在、定格出力で運転を

継続しております。 
・１１月 ４日 地震発生に伴う原子炉自動停止について（続報） 

当所 7号機については、定格出力で運転中のところ、本日の地震発生直
後、「タ－ビンスラスト軸受磨耗トリップ信号」の発生によりタ－ビン

が自動停止し、タ－ビンの停止にともない原子炉自動停止に至ったこと

が確認されました。 
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・１１月 ４日 新潟県中越地震の影響について（午後３時現在） 

各プラントの状況につきましては、地震の影響によるタ－ビンの停止に

ともない原子炉自動停止した７号機を含め、地震発生直後より現場確認

を実施いたしましたが、直接プラントの運転にかかわるような設備被害

は確認されておりません。なお、７号機は、タ－ビンの設備確認を行う

こととしております。 
・１１月 ４日 新潟県中越地震にともなう緊急支援について 
           本日、以下の緊急支援を実施することといたしました。 
          ○義援金支援 
           ・新潟県中越地震にともない、被害にあわれた方々にお役立ていただく

ため、義援金 3,000万円を新潟県にお贈りいたしました。 
           ○建物応急危険度判定業務 
           ・小国町からの要請により、建物応急危険度判定業務のために当社社員

を派遣。 
           場  所：小国町内 
            人  数：２～４名程度 
            期  間：平成１６年１１月４日から１１月５日までを予定。 
            主な業務：住民の皆さまの安全をはかるため、建物の外観・基礎等の

ひび割れなどの有無を確認し、建物の安全性を判断する。 
 
 

以 上 
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